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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年11月14日(2019.11.14)

【公表番号】特表2018-530574(P2018-530574A)
【公表日】平成30年10月18日(2018.10.18)
【年通号数】公開・登録公報2018-040
【出願番号】特願2018-518654(P2018-518654)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/18     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/09     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月2日(2019.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の加齢黄斑変性（ＡＭＤ）を治療するための、抗体またはその抗原結合フラグメン
トを含む医薬組成物であって、前記抗体が抗Ｃ５抗体もしくはその抗原結合フラグメント
、または抗Ｃ５ａ抗体もしくはその抗原結合フラグメントである医薬組成物。
【請求項２】
　前記抗体が抗Ｃ５抗体またはその抗原結合フラグメントである、請求項１に記載の医薬
組成物。
【請求項３】
　前記抗Ｃ５抗体がエクリズマブまたはエクリズマブ変異体である、請求項１または２に
記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記エクリズマブまたはエクリズマブ変異体が約３０ｍｇ／ｍｌ～約１００ｍｇ／ｍｌ
、またはそれ以上で投与される、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記抗Ｃ５抗体が、配列番号１、配列番号２、配列番号５０、配列番号５および配列番
号６、または配列番号７および配列番号８に示されるアミノ酸配列、あるいは上記のいず
れかの抗原結合フラグメントを含むポリペプチドである、請求項１または２に記載の医薬
組成物。
【請求項６】
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　前記抗Ｃ５抗体が配列番号９～１６に示されるアミノ酸配列またはその抗原結合フラグ
メントを含むポリペプチドである、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記抗Ｃ５抗体またはその抗原結合フラグメントが抗Ｃ５抗体の抗原結合フラグメント
であり、前記フラグメントが一本鎖抗体である、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記抗体が配列番号４７に示される軽鎖および配列番号４８または配列番号４９に示さ
れる重鎖を有するヒト化抗Ｃ５ａモノクローナル抗体である、請求項１に記載の医薬組成
物。
【請求項９】
　前記抗体またはその抗原結合フラグメントが静脈内投与される、請求項１から８のいず
れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記抗体またはその抗原結合フラグメントが硝子体内投与される、請求項１から８のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記抗体またはその抗原結合フラグメントが５００μｇ～１５００μｇ／眼で投与され
る、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記抗体またはその抗原結合フラグメントが、約０．５ｍｇ、約１．５ｍｇ、約５ｍｇ
または約１０ｍｇ／眼で投与される、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記抗体またはその抗原結合フラグメントが０．５ｍｇ～１０ｍｇ／眼で投与される、
請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　γδＴ細胞のレベルを低下させるステップをさらに含む、請求項１から１３のいずれか
一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記脾臓内のＴｈ１７細胞および／またはγδＴ細胞のレベルを低下させるステップを
さらに含む、請求項１から１４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記眼内のＩＬ－１７のレベルを低下させるステップをさらに含む、請求項１から１５
のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　第２の治療薬を前記患者に投与するステップをさらに含む、請求項１から１６のいずれ
か一項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記患者がヒト患者である、請求項１から１７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記ＡＭＤが滲出型ＡＭＤである、請求項１から１８のいずれか一項に記載の医薬組成
物。
【請求項２０】
　前記ＡＭＤがドライ型（萎縮型）ＡＭＤである、請求項１から１９のいずれか一項に記
載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記眼内の炎症が軽減される、請求項１から２０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記眼の脈絡膜新生血管（ＣＮＶ）が減少する、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記患者の視力の改善または維持、前記眼内のＩＬ－１７レベルの低下、前記眼内の炎
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症の減少、前記眼内のγδＴ細胞のレベルの低下、前記脾臓内のＴｈ１７細胞およびγδ
Ｔ細胞の産生の減少、またはＣＮＶサイズの減少からなる群から選択される１つまたは複
数をさらに含む、請求項１から２２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
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